報告資料１

みんなのことば「手話」マークデザイン募集について

１　目的
　「神奈川県手話言語条例」施行10周年を記念して、ろう者とろう者以外をつなぐ、「手話」を広めるためのマークのデザインを募集している。本企画を通じて、県民が手話に関心を持ち、ろう者への理解を深めることで、手話の普及啓発を推進する。

２　事業内容
（１）募集期間
　　令和７年７月７日（月）記者発表～令和７年９月16日（火）　[２か月９日間]

（２）応募資格
神奈川県内在住・在学・在勤の方　※個人での応募に限る。※一人３点まで

（３）募集内容
[bookmark: _GoBack]「手話がみんなの言葉」であることをイメージした「手話」を普及するためのシンボルマークのデザイン
12/13以降、県ＨＰでダウンロード可能な形式で掲載し、県の手話事業を広報するＨＰやＳＮＳ、及び手話イベント等での発信、各種印刷物（チラシ、ポスター、関連グッズ等）で使用予定。

（４）採用者１名への対応（想定）
QUOカード（１万円分）及び記念パネル（Ａ３）を贈呈。

（５）応募の流れ
県のＨＰから応募用紙をダウンロード
⇒応募用紙に手書き又はデジタル作成データを、郵送又は県の電子申請から提出

（６）審査について
　審査会で当事者、手話通訳者など外部有識者複数名により１位～10位を決定。
⇒委託事業者により、知的財産権侵害等の有無を確認する商標調査を実施
⇒上記調査で問題が無い上位３デザインをろう学校の学生らが投票し１位を採用。
　
（７）著作権について
　 文化庁へ著作権登録申請予定




３　応募状況
　　現時点で学生、社会人、未就学児など幅広い年代から手書き及びデジタルデータ
で応募があった。
　 応募作品に込めた思いの例として、
『手の動きや表情だけで、とても多くの言葉を伝えることが出来る手話のことを明るくポジティブな表現手段としてポップな感じで表現しようと頑張って考えました！』、
『手話の「同じ」という動きをマークにすることで、手話も日本語や外国語のように違わない言語だということを見た人がひと目でわかりやすいようにしたいな！と思ったため、みんな同じで違わないということを分かりやすく伝えたいと思った』等、各応募者が手話はみんなの言葉であることを自分の表現を通じて、思いの詰まったデザインを制作している。


＜スケジュール（想定）＞
７月７日（火）　　　記者発表、チラシ・ポスター配架開始
７月７日（火）～９月16日（火）　 募集期間
９月最終週前後　審査会
10月　　　　　   ネガティブチェック
11月          ろう学校の学生らが投票⇒１位デザインを採択
12月13日（土） 手話言語条例施行10周年記念イベントで「手話」マークの発表
　　　　　　　　　　　県ＨＰで公開開始


以上
